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大
会
設
営
と
い
う
実
践
面
に
お
い
て
計
画
遂
行
の
可
能
性
は
、
積
極
的
で
有
能
な
事
務
方
、
連
絡
役
、
そ
し
て
経
済
面
を
含
め
て
強

力
な
支
持
者
の
有
無
に
関
わ
る
と
い
え
る
。
北
京
大
会
の
計
画
か
ら
延
期
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
、
東
京
に
い
る
日
本
民
俗
学
の
中
心

部
と
現
地
北
京
に
い
る
直
江
の
積
極
的
な
姿
勢
、
多
大
な
努
力
、
及
び
両
者
の
間
の
密
接
な
連
絡
が
明
ら
か
で
あ
り
、
現
地
の
有
力
機

関
の
支
持
の
下
で
大
会
は
開
催
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
準
備
作
業
を
完
成
し
た
。
大
会
の
挫
折
は
日
本
民
俗
学
の
意
欲
や
理
論
と
は
関

係
せ
ず
、
病
気
と
い
う
個
人
的
な
状
況
、
飛
行
機
の
手
配
困
難
と
い
う
外
在
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
初
北
京
行
き
の
同

行
が
決
ま
っ
て
い
た
平
山
敏
治
郎
（
当
時
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
西
田
直
二
郎
研
究
室
の
助
手
）
は
、
西
田
の
了
解
と
文
学
部
の
許
可
を

得
て
、
予
防
注
射
ま
で
済
ま
せ
、
北
京
行
き
の
準
備
を
整
え
た
が
、「
中
止
と
き
ま
る
と
、
内
心
ビ
ク
ビ
ク
し
て
は
い
た
も
の
の
、
大

い
に
残
念
な
気
持
ち
を
も
っ
た
こ
と
は
覆
え
な
か
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る（

39
）。

３　

日
本
民
俗
学
の
再
編
成

１　
「
比
較
民
俗
学
」

─
実
践
へ
の
模
索

一
方
、
理
論
構
築
、
具
体
的
に
は
「
比
較
民
俗
学
」
と
い
う
理
論
面
で
は
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

藤
井
隆
至
は
一
九
二
〇
年
代
の
「
世
界
民
俗
学
」
の
文
脈
で
一
九
四
〇
年
以
降
の
「
比
較
民
俗
学
」
発
言
を
「
ア
ジ
ア
の
各
民
族
が

表
26
 「
柳
田
国
男
先
生
古
稀
記
念
会
」
事
業
経
緯

事
　
　
　
　
項

橋
浦
泰
雄
・
大
藤
時
彦
・
倉
田
一
郎
・
関
敬
吾
・
蓮
仏
重
寿

三
項
目
予
備
案
。
①

折
口
信
夫
の
賛
同
を
得
る
。
①

橋
浦
・
大
藤
・
倉
田
・
関
は
柳
田
国
男
を
訪
ね
快
諾
を
得
る
。

東
京
大
会
も
地
方
大
会
扱
い
。
①

『
民
間
伝
承
』
九
‐
三
で
計
画
予
告
。

橋
浦
・
大
藤
・
倉
田
・
関
に
よ
る
実
行
委
員
会
準
備
小
委
員

会
。
八
地
方
で
大
会
、
地
方
自
主
、
大
政
翼
賛
会
の
援
助
が

決
め
ら
れ
る
。
①

実
行
委
員
の
柳
田
へ
の
報
告
会
。
柳
田
の
提
案
で
実
行
委
員

に
宮
本
常
一
・
小
山
栄
三
・
今
和
次
郎
、
発
起
人
に
和
辻
哲

郎
・
那
須
皓
・
橋
本
進
吉
が
加
え
ら
れ
る
。
①

『
民
間
伝
承
』
九
‐
四
に
て
事
業
計
画
発
表
。
趣
旨
、
発
起
人
、

実
行
委
員
、
内
容
四
項
目
。「
会
告
」（
内
容
三
項
目
）。

石
田
英
一
郎
蒙
疆
赴
任
内
定
で
実
行
委
員
辞
退
。

第
二
一
四
回
木
曜
会
、
橋
浦
、
大
藤
、
今
野
円
輔
、
和
歌
森

太
郎
、
今
井
武
志
、
堀
一
郎
参
加
、
事
業
報
告
。
国
内
課
題

提
示
。
柳
田
五
〇
〇
円
を
資
金
と
し
て
だ
す
。
②

橋
浦
は
大
政
翼
賛
会
を
訪
問
、
厚
生
部
副
部
長
小
田
倉
一
が

実
行
委
員
、
実
践
局
長
藤
井
崇
治
発
起
人
就
任
承
諾
。
①

東
京
神
田
学
士
館
で
第
一
回
発
起
人
会
。
①

柳
田
、
月
曜
通
信
（
四
）
を
執
筆
、
一
‐
三
月
の
課
題
に
つ

い
て
説
明
。（『
民
間
伝
承
』
九
‐
八
）

『
民
間
伝
承
』
九
‐
五
で
趣
旨
、
発
起
人
、
実
行
委
員
「
会
告
」

（
内
容
三
項
目
）
再
録
。
一
〜
三
月
主
題
説
明
。

『
高
志
路
』（
九
‐
一
〇
）
で
事
業
が
報
じ
ら
れ
る
。

柳
田
邸
で
『
民
俗
台
湾
』
座
談
会
。

『
民
間
伝
承
』
九
‐
八
で
趣
旨
、
発
起
人
、
実
行
委
員
「
会
告
」

（
内
容
四
項
目
に
）
三
回
目
掲
載
。

『
旅
と
伝
説
』（
一
六
‐
一
二
）
で
事
業
に
つ
い
て
報
じ
ら
れ
る
。

『
民
間
伝
承
』
一
〇
‐
一
「
氏
神
号
」。「
柳
田
先
生
古
稀
記
念

会
の
出
発
に
あ
た
り
会
員
各
位
に
檄
す
」。
四
〜
六
月
主
題
説

明
。
大
阪
は
市
と
朝
日
新
聞
社
の
共
同
主
催
決
定
。
鹿
児
島
・

松
江
・
広
島
・
新
宮
・
東
北
（
仙
台
）
等
で
も
準
備
中
。

『
民
間
伝
承
』
一
〇
‐
二
「
誕
生
号
」。
七
〜
十
二
月
主
題
説

明
。
近
畿
地
方
（
大
阪
・
新
宮
）、
九
州
地
区
（
鹿
児
島
・
小

倉
）、
中
国
地
区
（
松
江
・
広
島
）、
東
北
地
方
（
仙
台
）、
東

京
外
中
部
の
高
山
・
長
野
・
山
梨
な
ど
で
準
備
。
北
海
道
・

北
陸
道
・
東
海
道
・
四
国
地
方
着
手
希
望
。
会
員
名
簿
は
三

月
中
旬
に
。

『
民
間
伝
承
』
一
〇
‐
三
「
生
死
観
号
」。
大
阪
市
と
朝
日
新

聞
と
の
共
同
主
催
で
「
戦
時
生
活
と
日
本
民
俗
学
」
講
演
会

四
月
六
日
開
催
、
盛
会
。
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
の
各
支
部
以

降
連
絡
を
密
に
し
活
発
な
研
究
会
活
動
へ
の
意
欲
。
兵
庫
県

支
部
で
五
日
辻
川
見
学
、
折
口
ら
六
名
参
加
、
座
談
。
熊
野

で
牟
婁
教
育
会
主
催
民
俗
学
講
座
、
四
月
九
日
開
催
、
支
部

設
立
は
遠
か
ら
ず
。

『
民
間
伝
承
』
一
〇
‐
四
「
錬
成
と
遊
技
号
」

『
民
間
伝
承
』
一
〇
‐
五
「
生
産
方
式
号
」。
会
員
大
激
増
。

広
地
域
対
象
の
地
方
大
会
開
催
は
困
難
、
狭
い
地
域
で
の
研

究
会
講
座
が
各
地
で
進
行
中
。

『
民
間
伝
承
』
一
〇
‐
六
「
家
号
」。
記
念
論
文
集
第
一
冊
編

輯
完
了
、
出
版
困
難
。
大
地
区
大
会
困
難
、
九
月
二
四
、
二

五
日
奥
羽
民
俗
研
究
会
の
記
念
会
開
催
、
十
一
月
か
ら
十
二

月
に
か
け
て
札
幌
・
小
樽
・
新
潟
・
高
知
・
鹿
児
島
な
ど
で

の
記
念
会
開
催
予
定
。

京
橋
区
泰
明
国
民
学
校
で
柳
田
先
生
古
稀
記
念
懇
談
会
、
参

会
者
約
百
名
。
折
口
司
会
、
橋
浦
報
告
、
柳
田
挨
拶
、
石
黒

忠
篤
、
橋
本
進
吉
、
石
田
幹
之
助
、
小
山
栄
三
の
回
想
談
な

ど
。（『
民
間
伝
承
』
一
〇
‐
七
・
八
）

『
民
間
伝
承
』
一
〇
‐
七
・
八
「
社
交
と
協
力
・
祖
霊
号
」。「
会

告
」「
会
則
」。
遅
刊
を
取
り
戻
す
た
め
努
力
中
。
古
稀
記
念

事
業
全
体
は
新
年
前
半
期
へ
持
越
し
。
会
員
名
簿
が
出
来
、

実
費
頒
布
。
新
会
則
で
十
人
で
支
部
設
立
可
。

柳
田
「
窓
の
灯
　
民
間
伝
承
の
会
消
息
」
で
事
業
を
回
顧
、「
三

つ
の
事
業
」
と
い
う
発
言
。

『
民
間
伝
承
』
一
一
‐
一
「
家
庭
教
育
号
」。「
お
祭
」
原
稿
焼

失
、「
婚
姻
」
と
再
調
査
。
戦
前
最
終
号
は
東
北
の
一
部
地
域

以
外
は
焼
失
の
た
め
未
発
送
。
古
稀
記
念
文
集
は
い
よ
い
よ

刊
行
。

一
九
五
一
年
十
月
ま
で
『
日
本
民
俗
学
の
た
め
に
 
柳
田
国

男
先
生
古
稀
記
念
文
集
』
全
十
輯
発
行
。

外
　
地
　
関
　
係

外
国
人
、
国
外
在
住
執
筆
者
も
加
わ
る
。
①

民
俗
学
大
会
開
催
地
に
新
京
を
追
加
。
①

柳
田
が
朝
鮮
、
北
京
、
台
湾
の
可
能
性
を
提
示
。
橋
浦
に

よ
っ
て
交
渉
開
始
。
①

京
城
、
台
北
、
新
京
、
北
京
、
張
家
口
で
「
内
地
以
外
に

於
け
る
民
俗
学
大
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
。

柳
田
、
太
田
陸
郎
『
支
那
習
俗
』
序
。

橋
浦
、
直
江
に
事
業
を
知
ら
せ
る
。
⑤

新
京
、
北
京
、
台
北
、
朝
鮮
で
大
会
開
催
案
。
②

那
須
皓
は
北
京
大
会
の
た
め
周
作
人
に
連
絡
す
る
こ
と
を

提
言
す
る
。
梅
原
末
治
は
北
京
行
き
の
次
い
で
、
新
京
、

京
城
に
も
連
絡
し
て
く
る
と
い
う
。
①

東
方
民
俗
研
究
会
よ
り
、
橋
浦
宛
に
研
究
会
一
覧
を
送
付
。

⑤台
湾
・
北
京
と
も
に
既
に
連
絡
が
取
れ
た
。

金
関
丈
夫
か
ら
書
簡
、
安
藤
正
次
と
承
諾
の
旨
。
①

橋
浦
、
直
江
に
確
認
葉
書
。
⑤

東
方
民
俗
研
究
会
発
会
式
、
第
一
回
講
演
会
。
⑤

金
関
よ
り
書
簡
、
台
湾
の
執
筆
者
を
紹
介
。
①

直
江
、
橋
浦
に
進
展
状
況
報
告
。
⑤

柳
田
、「
大
東
亜
（
圏
）
民
俗
学
」
発
言
。

大
間
知
の
京
城
よ
り
の
通
信
、
協
議
中
の
由
。
①

沢
田
瑞
穂
よ
り
柳
田
宛
書
簡
、
研
究
会
一
覧
、
民
俗
展
覧

会
目
録
送
付
。
⑥

「
東
方
民
俗
研
究
会
」、「
民
俗
台
湾
座
談
会
」
報
告
（『
民

間
伝
承
』
九
‐
六
・
七
）

『
民
俗
台
湾
』（
三
‐
一
一
）
で
事
業
が
報
じ
ら
れ
る
。

『
民
俗
台
湾
』
三
‐
一
二
に
座
談
会
記
録
。

「
内
地
以
外
に
於
け
る
民
俗
学
大
会
の
開
催
」
項
目
補
記
。

「
北
京
　
東
方
民
俗
研
究
会
の
成
立
」
再
報
告
。『
支
那
習

俗
』
の
紹
介
。

直
江
、
橋
浦
に
進
展
状
況
報
告
。
柳
田
記
念
の
た
め
「
東

方
民
俗
論
叢
」
の
出
版
計
画
。
⑥

「
国
際
共
同
研
究
課
題
の
提
案
」
三
項
目
公
表
。「
北
京
で

は
東
方
民
俗
研
究
会
主
催
」
と
決
定
。

「
国
際
共
同
研
究
課
題
の
提
案
」
再
録
。
北
京
主
催
決
定
、

「
日
支
両
当
局
支
援
」。
台
北
で
も
交
通
事
情
の
許
す
限
り

開
催
の
予
定
で
準
備
中
。
時
期
は
秋
に
予
定
。

大
間
知
よ
り
橋
浦
宛
書
簡
。
満
洲
学
会
、
満
洲
心
理
学
会

と
の
共
催
、
講
師
は
一
人
ず
つ
、
九
月
予
定
。
③

『
民
俗
台
湾
』
四
‐
四
「
民
俗
採
集
の
調
査
項
目
の
作
製
」

提
言
。
台
北
大
会
決
定
、
本
誌
と
台
大
そ
の
他
全
面
的
に

協
力
。
十
二
ヶ
月
共
同
課
題
（
細
目
な
し
）
を
転
載
、「
国

際
共
同
研
究
課
題
」
を
予
告
。

「
国
際
共
同
研
究
課
題
の
提
案
」
三
回
目
掲
載
。

『
民
俗
台
湾
』
四
‐
五
「
国
際
共
同
研
究
課
題
の
提
案
」

を
原
文
掲
載
。

橋
川
時
雄
よ
り
柳
田
宛
書
簡
、
表
敬
、
東
方
文
化
事
業
を

紹
介
、
歓
迎
の
意
。
⑥

「
国
際
共
同
研
究
課
題
の
提
案
」
四
回
目
掲
載
。
直
江
通

信
　
周
作
人
の
こ
と
。「
北
地
の
国
際
大
会
」
十
月
上
旬

決
定
、
済
南
、
青
島
等
も
予
定
。

直
江
、
橋
浦
に
北
京
文
化
協
会
、
翼
賛
会
北
京
支
部
と
の

共
同
主
催
、
済
南
・
青
島
も
予
定
と
伝
え
る
。
⑤

「
国
際
共
同
研
究
課
題
の
提
案
」
五
回
目
掲
載
。「
北
京
で

の
国
際
大
会
」
十
一
月
中
旬
に
、
派
遣
員
折
口
・
関
・
橋

浦
等
は
準
備
忙
殺
。

直
江
、
橋
浦
に
北
京
大
会
「
日
本
民
俗
学
講
座
」
計
画
十

一
月
十
日
よ
り
三
日
間
な
ど
を
伝
え
る
。
招
請
状
渡
支
証

明
を
送
る
。
⑤

直
江
、
橋
浦
に
電
報
、
柳
田
履
歴
書
頼
む
。
⑤

橋
浦
、
北
京
の
電
報
に
つ
き
折
口
、
柳
田
と
相
談
。
④

橋
浦
、
北
京
行
に
つ
い
て
折
口
は
飛
行
機
、
関
・
橋
浦
は

汽
車
で
行
く
予
定
を
柳
田
に
伝
え
る
。
④

橋
浦
・
大
藤
は
柳
田
を
訪
ね
、
中
国
行
き
の
こ
と
を
話
す
。

④関
は
北
京
よ
り
招
請
状
が
到
着
、
三
人
が
行
く
こ
と
に
決

定
し
た
こ
と
を
柳
田
に
伝
え
る
。
④

「
北
京
大
会
」「
日
支
双
方
準
備
完
了
」、
派
遣
員
の
病
気

に
よ
る
交
通
難
の
為
め
翌
年
四
月
に
延
期
。
評
議
員
に
金

関
丈
夫
（
台
湾
）・
大
間
知
篤
三
（
満
洲
）・
直
江
広
治
（
北

支
）・
岡
部
理
（
蒙
古
）。

折
口
は
北
京
行
き
延
期
し
た
こ
と
を
柳
田
に
報
告
す
る
。

④直
江
、
橋
浦
に
『
民
俗
学
誌
』
柳
田
記
念
号
出
来
を
報
告
。

四
月
延
期
の
た
め
の
手
続
連
絡
。
⑤

『
民
俗
台
湾
』
五
‐
二
、
柳
田
か
ら
投
書
。「
重
要
な
又
興

味
の
あ
る
語
彙
」
の
輸
出
を
提
言
。

年
　
月
　
日

一
九
四
三
年
 
六
月
二
六
日

 

七
月
十
五
日

 

七
月
三
〇
日

 

八
月

 

八
月
七
日

 

八
月
二
二
日

 

九
月

 

九
月

 

九
月
一
日

 

九
月
三
日

 

九
月
十
二
日

 

九
月
十
五
日

 

九
月
二
一
日

 

九
月
二
七
日

 

十
月

 

十
月

  

十
月

 

十
月
一
日

 

十
月
二
日

 

十
月
三
日

 

十
月
七
日

 

十
月
十
二
日

 

十
月
十
七
日

 

十
月
二
〇
日

 

十
月
二
二
日

 

十
一
月

 

十
一
月

 

十
二
月

 

十
二
月

 

十
二
月

 

十
二
月
二
二
日

一
九
四
四
年
 
二
月
か

 

三
月

 

三
月
十
日

 

四
月

 

四
月

  

五
月

 

五
月

 

七
月

 

七
月
三
日

 

十
月

 

十
月
 
八
日

 

十
月
十
二
日

 

十
月
十
三
日

 

十
月
十
四
日

 

十
月
二
〇
日

 

十
月
二
四
日

 

十
月
二
六
日

十
一
月
か
十
二
月

 

十
一
月
十
七
日

一
九
四
五
年
 
一
月
六
日

 

二
月

 

歳
末
 

一
九
四
六
年
 
八
月

一
九
四
七
年
 
二
月

出
典
　『
民
間
伝
承
』、『
民
俗
台
湾
』
以
外
、
①
橋
浦
泰
雄
「
柳
田
国
男
先
生
古
稀
記
念
会
覚
書
」、
②
今
野
円
輔
「
柳
田
国
男
と
研
究
会
―
木
曜
会
を
中
心
に
」、
③
鶴
見
太
郎

　「
柳
田
民
俗
学
の
東
ア
ジ
ア
的
展
開
」、
④
柳
田
国
男
『
炭
焼
日
記
』、
⑤
「
直
江
広
治
書
簡
」、
⑥
「
橋
浦
泰
雄
関
係
文
書
」
な
ど
に
よ
る
。

：
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そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
民
俗
学
を
確
立
し
、
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
各
民
族
の
民
俗
と
民
俗
と
を
比
較
研
究
し
よ
う
と
い
う
提
案
」
と
理
解

し
、
そ
れ
は
日
本
人
の
自
己
認
識
か
ら
す
れ
ば
異
質
で
あ
り
、
実
際
の
研
究
が
な
く
、
指
導
態
勢
を
構
築
し
て
お
ら
ず
「
一
時
的
な
気

ま
ぐ
れ
」（

40
）で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
鈴
木
満
男
は
、
民
俗
学
と
民
族
学
と
の
関
係
に
お
い
て
「
比
較
民
俗
学
」
の
構
想
を
考
察
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
三
段
階
つ

ま
り
『
民
俗
台
湾
』
座
談
会
段
階
を
「
大
東
亜
比
較
民
俗
学
」
と
名
づ
け
、「
大
体
此
方
の
言
葉
の
中
か
ら
、
簡
単
な
覚
え
易
い
良
い

言
葉
を
そ
れ
の
目
標
と
し
て
行
つ
た
ら
い
い
」
と
い
う
柳
田
の
発
言
に
実
感
が
伴
な
わ
な
い
と
し
て
「
い
か
に
も
実
の
な
い
も
の
、
時

局
に
対
す
る
〝
政
治
家
〟
柳
田
の
リ
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
に
過
ぎ
な
い
も
の
」（

41
）と
総
括
し
て
い
る
。

一
九
四
三
年
の
段
階
に
お
い
て
、
柳
田
の
構
想
は
果
た
し
て
一
九
二
〇
年
代
の
「
世
界
民
俗
学
」
と
同
じ
よ
う
に
各
民
族
各
自
の
民

俗
学
の
確
立
と
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
の
比
較
研
究
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
果
た
し
て
実
践
に
向
け
て
の
姿
勢
が
欠
け
る
「
一
時
的

な
気
ま
ぐ
れ
」
や
「
リ
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

■
言
葉
の
問
題
と
柳
田
国
男
の
模
索

こ
れ
を
検
討
す
る
に
は
、
言
語
の
問
題
に
つ
い
て
の
柳
田
国
男
の
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。
第
１
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
柳

田
の
理
論
樹
立
に
は
「
民
俗
語
彙
」
が
重
要
な
柱
で
あ
り
、
言
語
の
問
題
は
い
わ
ば
方
法
論
と
深
く
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
一

九
三
〇
年
代
、
柳
田
は
言
語
の
障
壁
が
存
す
る
か
ぎ
り
民
俗
学
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
で
し
か
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題

を
念
頭
に
お
け
ば
、
戦
時
下
の
古
稀
記
念
会
に
み
る
柳
田
の
言
動
は
、
決
し
て
リ
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
や
一
時
の
気
ま
ぐ
れ
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
な
に
よ
り
彼
は
こ
の
言
葉
の
問
題
の
解
決
を
模
索
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

柳
田
の
理
論
的
な
構
想
を
再
現
す
る
資
料
と
し
て
、
一
九
四
三
年
、
古
稀
記
念
会
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
二
回
の
座
談
会
、
す
な

わ
ち
柳
田
、
橋
浦
、
浅
野
晃
に
よ
る
『
文
芸
春
秋
』
九
月
号
座
談
「
民
間
伝
承
に
つ
い
て
」
と
十
月
十
七
日
柳
田
、
橋
浦
と
『
民
俗
台

湾
』
同
人
と
の
座
談
会
が
あ
る
。
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『
文
芸
春
秋
』
座
談
会
に
お
い
て
、
現
実
に
寄
与
で
き
る
問
題
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
を
柳
田
に
求
め
ら
れ
た
浅
野
は
ジ
ャ
ワ

で
の
経
験
か
ら
「
在
来
の
英
米
流
の
殖
民
政
策
と
ま
つ
た
く
ち
が
つ
た
行
き
方
を
確
立
し
て
行
く
」
に
は
民
俗
学
を
常
識
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
答
え
た
。
す
る
と
、
柳
田
は
「
私
は
大
東
亜
圏
内
の
文
化
の
共
通
点
と
い
う
も
の
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
に
近
づ
け
て
両
方
か

ら
寄
り
合
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
」
だ
と
主
張
し
な
が
ら
、
し
か
し
そ
こ
に
は
言
語
の
問
題
と
、
日
本
文
化
自
身
に
つ
い
て
の
理
解
不

足
と
い
う
二
つ
の
難
関
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る（

42
）。

言
語
の
問
題
に
つ
い
て
、「
た
と
え
ば
台
湾
と
か
満
洲
、
朝
鮮
、
こ
れ
は
今
『
民
俗
台
湾
』
と
か
、『
朝
鮮
民
俗
』
と
い
う
会
誌
が
で

き
て
や
つ
て
い
る
ん
で
す
が
、
言
葉
が
ち
が
つ
て
い
る
か
ら
、
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、
両
方
同
じ
も
の
で
も
、
ま
ず
言
葉
の
説
明
に
半

分
費
や
し
て
い
る
よ
う
な
わ
け
な
ん
で
す
」
と
問
題
を
指
摘
し
「
こ
の
点
早
く
整
理
が
つ
い
て
、
簡
単
に
問
題
の
内
容
が
パ
ツ
と
頭
に

く
る
よ
う
に
な
る
と
、
た
い
へ
ん
都
合
が
い
い
今
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ど
の
民
族
に
も
シ
ナ
に
も
行
け
る
ん
で
す
か
ら
ね
」（

43
）と
述
べ

て
い
る
。
即
ち
同
じ
内
容
を
さ
す
地
域
間
の
言
葉
の
違
い
を
超
え
た
、
理
解
し
や
す
い
指
示
法
を
開
発
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
台

湾
、
満
洲
、
朝
鮮
で
ま
ず
考
案
さ
れ
れ
ば
、
中
国
の
よ
う
な
長
い
歴
史
と
高
度
な
文
化
を
持
つ
国
に
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
な
未
開

民
族
に
も
応
用
で
き
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

『
民
俗
台
湾
』
座
談
会
で
は
、
さ
ら
に
具
体
像
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。
柳
田
は
「
大
東
亜
圏
内
」
の
「
交
通
を
、
妨
げ
て
い
る
の
は

言
葉
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
解
決
法
と
し
て
「
あ
な
が
ち
に
言
葉
に
は
か
か
わ
ら
な
い
で
、
実
質
的
な
内
容
上
の
標
目
を
拵
え
て

行
く
」
方
法
が
必
要
と
す
る
。
具
体
的
に
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

正
確
な
記
録
と
し
て
タ
ブ
ー
、
或
は
ト
ー
テ
ム
と
い
う
も
の
の
索
引
を
作
れ
ば
い
い
が
、
ま
ず
最
初
の
共
同
研
究
の
共
通
題
目
と

し
て
は
、
総
括
的
な
、
例
え
ば
婚
姻
と
か
婚
姻
の
約
束
、
解
消
と
い
う
よ
う
な
今
風
の
（
中
略
）
言
葉
を
使
つ
て
な
る
べ
く
一
般

に
皆
が
や
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
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つ
ま
り
方
法
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
共
通
な
問
題
に
な
れ
る
題
目
、
一
つ
は
「
民
俗
語
彙
」
か
ら
一
般
化
し
た
用
語
で
あ
り
、
こ
の

両
者
に
は
段
階
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

共
通
課
題
は
共
同
採
集
や
意
見
交
換
の
た
め
の
も
の
で
「
な
る
べ
く
一
般
に
皆
や
れ
る
や
う
」
な
「
今
風
」
の
言
葉
が
必
要
で
あ

る
。
古
稀
記
念
会
の
「
国
際
共
同
研
究
課
題
」
は
ま
さ
に
そ
の
一
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
。
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
「
今
風
」
の
言

葉
は
決
し
て
「
国
際
共
同
課
題
」
に
限
っ
て
の
措
置
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
『
民
間
伝
承
』
特
集
号
十
二
月
予
定
の
「
婚
姻
」
を

見
れ
ば
、
こ
こ
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
婚
姻
の
約
束
、
解
消
」
に
負
け
な
い
抽
象
的
な
用
語
「
婚
約
」
や
「
離
婚
」
が
使
わ
れ
て
い

る
。そ

れ
に
対
し
て
後
者
は
資
料
を
記
録
、
整
理
、
提
示
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
共
通
課
題
と
比
べ
学
問
の
基
本
作
業
と
関
わ
っ
て

い
る
だ
け
に
、
も
っ
と
正
確
さ
、
洗
練
さ
と
有
効
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
想
定
さ
れ
た
の
が
ま
ず
「
タ
ブ
ー
」「
ト
ー
テ

ム
」
の
よ
う
な
欧
米
民
族
学
・
民
俗
学
が
一
般
化
さ
せ
た
古
典
的
な
術
語
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
欧
米
人
類
学
に
対
し
て
強
い
対
抗
意

識
を
持
ち
、
日
本
の
現
実
に
密
着
し
た
「
民
俗
語
彙
」
を
生
か
そ
う
と
苦
心
し
て
き
た
柳
田
に
と
っ
て
は
、
当
然
、
こ
れ
に
対
し
て
不

満
が
残
る
。
前
記
鈴
木
満
男
が
言
及
し
た
「
大
体
此
方
の
言
葉
の
中
か
ら
、
簡
単
な
覚
え
易
い
良
い
言
葉
を
そ
れ
の
目
標
と
し
て
行
っ

た
ら
い
い
」
と
い
う
発
言
に
は
、
日
本
の
「
民
俗
語
彙
」
を
精
選
し
、
他
の
地
域
に
適
用
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
化
の
道
を
探

る
柳
田
国
男
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

さ
ら
に
、
一
九
四
五
年
二
月
、
柳
田
は
『
台
湾
民
俗
』
に
以
下
の
投
書
を
寄
せ
て
い
る
。

自
分
は
御
教
育
を
受
け
て
是
で
も
少
し
は
台
湾
の
言
葉
を
さ
と
り
得
る
方
で
あ
る
が
、
な
ほ
名
称
の
難
関
が
苦
痛
に
近
い
。
是
こ

そ
民
俗
学
の
世
界
提
携
の
望
み
遥
か
な
る
原
因
で
あ
ら
う
。
勿
論
互
ひ
の
語
を
同
程
度
に
わ
か
る
や
う
に
す
る
の
が
、
正
攻
法
で

あ
る
が
、
其
前
に
編
輯
者
も
心
が
け
ら
れ
て
、
あ
ま
り
数
多
く
難
易
さ
ま
ざ
ま
の
語
を
は
じ
や
う
に
排
列
せ
ず
、
殊
に
重
要
な
又

興
味
の
あ
る
語
彙
の
少
々
を
輸
出
す
る
や
う
に
努
め
ら
れ
た
い
。
タ
ブ
ー
と
か
、
ト
テ
ム
と
か
、
マ
ナ
と
か
、
ポ
ト
ラ
ツ
チ
と
い
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ふ
語
な
ど
は
少
数
民
族
の
用
語
だ
が
、
世
界
の
人
が
皆
知
つ
て
ゐ
る
。（
東
京　

柳
田
国
男
）（

44
）

「
台
湾
の
言
葉
」
と
い
う
の
は
中
国
語
で
あ
ろ
う
が
、
雑
誌
の
場
合
漢
字
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
の
「
続
か
ち
か
ち
山
」
で
は
欧
米

人
よ
り
日
本
人
の
方
が
馴
染
み
易
い
「
四
角
い
文
字
」
は
、
こ
こ
で
は
「
苦
痛
に
近
い
」「
名
称
の
難
関
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
三

九
年
の
文
章
は
、「
比
較
民
俗
学
」
の
実
践
を
意
識
し
て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
本
論
第
１
章
の
説
は
、
こ
こ
で
一
つ
の
傍
証

を
得
た
。

そ
し
て
注
目
す
べ
き
な
の
は
、「
重
要
な
又
興
味
の
あ
る
語
彙
の
少
々
を
輸
出
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
提
言
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
此

方
の
言
葉
の
中
か
ら
」
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
に
お
い
て
も
能
力
あ
る
者
（
こ
こ
で
は
「
編
輯
者
」、
具
体
的
に
金
関
や
池
田
を
さ
し
て
い

る
が
）
に
対
し
て
、
地
域
の
個
性
に
密
着
す
る
「
民
俗
語
彙
」
の
中
か
ら
、
一
般
化
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
を
探
し
出
し
、
意
識
的

に
普
及
さ
せ
る
努
力
を
求
め
て
い
る
。

台
湾
は
日
本
の
最
も
古
い
植
民
地
で
あ
り
、
当
時
既
に
五
十
年
を
迎
え
た
。
中
国
文
化
と
日
本
文
化
が
長
年
混
じ
り
合
う
台
湾
の
文

化
的
環
境
は
、
柳
田
に
と
っ
て
中
国
大
陸
を
主
と
し
た
対
象
に
比
較
民
俗
学
と
い
う
実
践
を
展
開
し
て
行
く
た
め
の
絶
好
の
「
実
験

台
」
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
投
書
の
執
筆
は
、
古
稀
記
念
会
が
進
行
す
る
只
中
で
は
な
く
、
最
も
積
極
的
に
準
備
活
動
を
進
め
て
い
た
北
京
で
の
国
外
大
会

も
延
期
と
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
座
談
会
の
よ
う
に
応
酬
を
必
要
と
す
る
状
況
で
は
な
く
、
一
読
者
と
し
て
の
投
書
で

あ
っ
た
。
柳
田
国
男
の
台
湾
民
俗
を
理
解
す
る
意
欲
、「
比
較
」
の
た
め
に
模
索
す
る
真
剣
さ
が
改
め
て
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

■「
比
較
」
へ
の
視
線

方
法
論
の
角
度
で
「
比
較
民
俗
学
」
を
検
討
し
て
い
る
鳥
越
皓
之
は
、
柳
田
国
男
に
お
け
る
「
比
較
民
俗
学
」
を
、
①
将
来
の
可
能

性
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
時
代
、
②
朝
鮮
や
台
湾
で
す
で
に
民
俗
学
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
比
較
民
俗
学
が
可
能
と
考
え
、
朝
鮮
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や
台
湾
の
研
究
者
に
勧
め
た
時
代
、
③
戦
後
の
『
海
上
の
道
』
の
時
代
と
区
分
し
て
い
る（

45
）。
同
時
に
、
同
じ
第
二
段
階
で
あ
る
が
、

一
九
四
〇
年
の
『
朝
鮮
民
俗
』
寄
稿
と
一
九
四
三
年
の
『
民
俗
台
湾
』
座
談
の
間
、
柳
田
の
姿
勢
が
積
極
的
に
な
っ
た
と
い
う
変
化
が

あ
る
と
す
る
が
、
貴
重
な
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
鳥
越
は
そ
の
理
由
が
不
明
で
あ
る
と
し
、
そ
の
間
の
三
年
の
時
間
の
ズ
レ
が
個
人
に

変
化
を
与
え
た
か
、
或
い
は
『
朝
鮮
民
俗
』
に
く
ら
べ
て
『
民
俗
台
湾
』
の
方
は
研
究
者
の
層
が
厚
く
場
所
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
推
測
を
述
べ
る
に
留
ま
っ
た（

46
）。

『
民
俗
台
湾
』
座
談
会
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
『
文
芸
春
秋
』
座
談
会
に
お
い
て
柳
田
が
朝
鮮
と
台
湾
に
同
じ
位
置
づ
け
を
与
え
て
い
る

と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
鳥
越
の
二
番
目
の
推
測
は
成
り
立
た
ず
、
三
年
間
の
時
間
の
意
味
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
理
解
が
有
力
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
、
柳
田
個
人
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
日
本
民
俗
学
の
全
体
の
動
き
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、「
比
較
」
と
い
う
問
題
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
動
き
は
一
九
四
二
年
以
降
に
木
曜
会
の
中
心
メ
ン

バ
ー
の
中
で
顕
著
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
昔
話
な
ど
国
際
的
な
比
較
が
進
ん
で
い
る
分
野
に
関
心
が
あ
る
関
敬
吾
は
、
早
く
か
ら
日
本
の
民
俗
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
外
国
の
例
を
知
り
、
特
に
近
隣
と
の
比
較
の
必
要
を
強
調
し
て
い
る
。
第
１
章
で
す
で
に
一
九
三
八
年
七
月
、
関
は
李
献
璋
『
台

湾
民
間
文
学
集
』
を
紹
介
す
る
に
際
し
、「
吾
が
国
の
伝
承
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
近
隣
の
資
料
と
の
比
較
の
必
要
の
あ
る
こ
と
は

云
ふ
ま
で
も
な
い
」（『
民
間
伝
承
』
三

−

一
一
）
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
た
。
下
っ
て
一
九
四
〇
年
四
月
も
関
は
「
何
れ
も
直

ち
に
吾
々
の
資
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
比
較
研
究
上
も
つ
て
両
者
の
間
に
提
携
す
る
必
要
は
あ
ら
う
」（『
台
湾
の

昔
話
』
の
紹
介
、『
民
間
伝
承
』
五

−

七
）
と
述
べ
て
い
る
。

師
で
あ
る
柳
田
は
ま
だ
「
比
較
」
に
言
及
し
な
か
っ
た
、
或
い
は
言
及
す
る
も
の
の
、
否
定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
た
頃
の
発
言
で

あ
っ
た
。
当
時
の
木
曜
会
で
は
関
ほ
ど
国
外
と
の
比
較
を
積
極
的
に
主
張
す
る
者
は
他
に
は
い
な
か
っ
た
が
、
日
本
以
外
の
状
況
へ
の

目
配
り
は
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
民
俗
語
彙
を
活
用
し
て
の
民
俗
研
究
を
展
開
し
、
そ
の
意
味
で
「
柳
田
民
俗
学
の
最
も
正
統
な
後
継
者
の
一
人
」（

47
）と



214

評
さ
れ
た
倉
田
一
郎
は
、
実
は
『
民
間
伝
承
』
で
い
ち
早
く
日
本
以
外
の
民
俗
事
象
に
つ
い
て
紹
介
す
る
人
物
で
も
あ
っ
た
。

一
九
三
七
年
二
月
、
彼
は
『
民
族
学
研
究
』
三

−

一
を
取
り
上
げ
、「
管
轄
の
外
に
は
在
る
が
、『
大
興
安
嶺
東
南
部
オ
ロ
チ
ョ
ン
族

踏
査
報
告
』
泉
靖
一
氏
に
は
オ
ロ
チ
ヨ
ン
の
宗
教
生
活
特
に
忌
に
関
し
て
参
考
に
な
る
資
料
が
か
な
り
あ
る
。
こ
の
他
祭
団
の
生
成
発

展
を
扱
つ
た
『
中
部
高
砂
族
の
祭
団
』
馬
淵
東
一
氏
、『
オ
ロ
チ
ヨ
ン
民
具
解
説
』
秋
葉
隆
氏
な
ど
が
あ
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
そ

の
後
も
、
台
湾
や
蒙
疆
に
つ
い
て
の
民
族
学
研
究
に
注
目
し
て
い
る
。

直
接
わ
が
国
の
船
お
ろ
し
と
の
関
連
が
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
与
へ
ら
れ
る
示
唆
は
決
し
て
少
な
く
な
い
（
鹿
野
忠
雄
「
紅
頭

嶼
ヤ
ミ
族
の
大
船
建
造
と
船
祭
」
の
紹
介
、
一
九
三
八
年
五
月
）。

蒙（
マ
マ
）

彊
地
区
に
住
む
ソ
ロ
ン
族
の
こ
と
は
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
本
書
に
依
つ
て
ほ
ぼ
明
ら
か
に
知

ら
れ
る
に
至
つ
た
こ
と
は
有
難
い
。
民
族
学
方
面
の
本
で
は
あ
る
が
、
随
分
日
本
人
の
生
活
と
近
い
も
の
を
感
じ
た
の
で
紹
介
す

る
次
第
で
あ
る
（
上
牧
瀬
三
郎
『
ソ
ロ
ン
族
の
社
会
』
の
紹
介
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
）。

一
方
、
紹
介
す
る
に
当
っ
て
「
一
国
民
俗
学
」
へ
の
配
慮
が
あ
り
、「
管
轄
の
外
に
は
在
る
が
」、「
直
接
わ
が
国
の
船
お
ろ
し
と
の

関
連
が
な
い
が
」、「
民
族
学
方
面
の
本
で
は
あ
る
が
」
と
あ
る
よ
う
に
、
必
ず
前
置
き
を
し
て
い
た
。

し
か
し
一
九
四
二
年
八
月
の
「
新
し
き
国
風
の
学
」（

48
）に
な
る
と
、
状
況
が
変
わ
っ
た
。

倉
田
は
そ
こ
で
民
俗
学
に
よ
っ
て
「
国
風
」
を
理
解
す
る
こ
と
は
「
日
本
の
国
ぶ
り
を
訊
ね
ら
れ
る
と
い
ふ
が
如
き
、
些
々
た
る
場

合
だ
け
の
用
意
で
は
な
い
」
と
し
て
、「
こ
の
広
大
な
地
域
に
於
け
る
共
栄
圏
の
指
導
者
と
し
て
立
つ
日
本
民
族
」
に
と
っ
て
は
「
之

を
明
か
に
わ
き
ま
へ
お
く
事
に
依
つ
て
、
共
栄
圏
諸
民
族
の
土
俗
を
比
較
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
主
張
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
「
寔
に
民
を
治
む
の
要
諦
は
そ
の
俗
を
識
る
に
在
り
、
ひ
と
の
俗
を
知
る
は
己
が
て
ぶ
り
を
知
る
に
在
る
」
と
い
う
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こ
と
で
あ
り
、
民
俗
学
は
「
新
し
き
国
風
学
」
と
同
時
に
「
大
東
亜
の
教
養
学
と
し
て
」
の
意
味
も
あ
る
と
彼
は
説
い
て
い
る
。

か
つ
て
「
時
局
下
の
民
俗
学
」（
一
九
三
九
年
三
月
）
を
発
表
し
た
倉
田
は
、
一
貫
し
て
民
俗
学
の
時
局
へ
の
寄
与
に
強
い
関
心
を
寄

せ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
一
九
三
九
年
の
と
き
「
彼
此
両
国
の
民
俗
学
に
依
る
両
民
族
の
生
活
の
究
明
比
較
に
俟
つ
」
と
「
一
国
民
俗

学
」
の
枠
を
堅
く
守
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
一
九
四
二
年
は
日
本
民
族
の
研
究
を
強
調
し
な
が
ら
、
そ
の
先
に
展
望
さ
れ
て
い
る
の

は
「
土
俗
を
比
較
的
に
把
握
す
る
こ
と
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

下
っ
て
一
九
四
三
年
五
月
号
（『
民
間
伝
承
』
九

−

一
）
で
は
あ
ま
り
外
国
の
こ
と
に
ふ
れ
て
こ
な
か
っ
た
大
藤
時
彦
は
『
台
湾
民
俗
』

三

−

二
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
で
彼
は
「
内
地
の
民
俗
と
類
似
し
て
ゐ
る
も
の
の
あ
る
の
は
誰
に
も
指
摘
出
来
る
所
で
あ
る
が
尚
忠

実
な
る
資
料
の
採
集
報
告
を
第
一
歩
と
し
た
い
」
と
し
な
が
ら
、「
そ
の
上
で
の
両
者
の
比
較
研
究
は
彼
我
の
間
に
意
外
の
連
絡
の
あ

る
も
の
の
発
見
さ
れ
る
だ
ら
う
こ
と
は
今
か
ら
想
定
な
し
得
る
」
と
展
望
し
、
最
後
に
「
本
島
語
に
出
来
る
だ
け
読
仮
名
と
注
解
を
付

し
て
貰
ひ
た
い
」
と
注
文
し
て
い
る
。
真
剣
に
比
較
を
考
え
て
、
そ
の
言
葉
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
か
ら
こ
そ
、
読
み
方
の
表
記
や
詳

し
い
説
明
が
ほ
し
い
の
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
『
民
間
伝
承
』
は
計
十
巻
発
行
さ
れ
た
が
、
歴
代
編
集
責
任
者
を
整
理
す
る
と
、
守
随
一
（
第

一
巻
、
一
九
三
五
年
九
月

〜

一
九
三
六
年
八
月
）、
大
間
知
篤
三
（
第
二
巻
、
一
九
三
六
年
九
月

〜

一
九
三
七
年
八
月
）、
大
藤
時
彦
（
第
三
巻
、

一
九
三
七
年
九
月

〜

一
九
三
八
年
八
月
）、
橋
浦
泰
雄
（
第
四
、
五
巻
、
一
九
三
八
年
九
月

〜

一
九
四
〇
年
九
月
、
第
八
、
九
、
十
巻
、
一
九
四

二
年
三
月

〜

一
九
四
四
年
八
月
）、
倉
田
一
郎
（
第
六
巻
、
一
九
四
〇
年
十
月

〜

一
九
四
一
年
八
月
）、
関
敬
吾
（
一
九
四
一
年
十
月

〜

一
九
四

二
年
二
月
）
の
六
人
し
か
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
、
守
随
と
大
間
知
は
満
洲
で
調
査
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。
残
っ
た
メ

ン
バ
ー
の
間
に
も
「
比
較
」
へ
の
視
線
が
す
で
に
熱
く
な
っ
て
お
り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
古
稀
記
念
会
を
機
に
満
洲
で
民
俗
学
大
会
を
催

す
案
を
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

柳
田
が
「
比
較
民
俗
学
」
に
対
し
て
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
古
稀
記
念
会
の
国
外
大
会
が
決
ま
っ
た
一
九
四

三
年
後
半
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
前
に
す
で
に
彼
の
周
り
に
「
比
較
」
へ
進
む
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
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る
。そ

し
て
こ
の
段
階
の
柳
田
国
男
の
「
比
較
」
に
対
す
る
姿
勢
の
変
化
を
理
解
す
る
に
は
、
彼
独
自
の
現
実
判
断
も
重
要
な
要
素
で
あ

る
。
一
九
四
三
年
初
、『
日
本
読
書
新
聞
』
は
「
出
版
界
新
編
成
へ
の
期
待
」
と
し
て
、
社
会
各
界
に
国
家
総
動
員
法
に
基
づ
く
出
版

統
制
令
に
対
す
る
意
見
を
求
め
た
。
柳
田
は
「
著
者
に
も
当
局
に
も
考
へ
て
も
ら
ひ
た
い
こ
と
」
と
し
て
以
下
の
三
つ
を
あ
げ
て
い

る
。

一�

、
最
も
望
ま
し
い
「
読
者
」
の
三
分
の
一
が
村
に
住
し
三
分
の
一
は
海
外
に
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
す
。
都
会
に
本
を
買
ふ
人
が

多
い
が
大
部
分
は
な
ぐ
さ
み
の
た
め
で
効
果
が
あ
と
に
残
り
ま
せ
ん
。

一
、
少
壮
有
識
者
の
将
来
に
働
く
べ
き
人
が
今
陣
営
生
活
を
し
て
ゐ
て
良
書
の
手
に
入
ら
ぬ
の
を
淋
し
が
つ
て
ゐ
ま
す
。

一�

、
半
分
読
ん
で
見
て
又
か
と
感
ず
る
や
う
な
同
質
同
内
容
の
本
は
成
る
だ
け
出
さ
せ
な
い
方
が
よ
い
で
せ
う
、
そ
れ
を
見
わ
け

る
だ
け
の
労
は
そ
こ
で
執
つ
て
下
さ
い（

49
）。

最
も
望
ま
し
い
「
読
者
」
は
自
分
の
生
活
の
実
際
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
書
物
の
中
で
解
決
の
手
掛
り
を
探
そ
う
と
す
る
人
々
で
あ

ろ
う
。
内
地
の
都
市
と
農
村
だ
け
で
は
な
く
「
海
外
」
に
も
そ
う
し
た
読
者
が
三
分
の
一
い
る
と
い
う
認
識
は
重
要
で
あ
る
。
合
わ
せ

て
実
際
そ
の
多
く
が
中
国
を
中
心
と
す
る
内
地
以
外
で
「
陣
営
生
活
」
を
送
っ
て
い
る
「
将
来
に
働
く
べ
き
」「
少
壮
有
識
者
」
へ
の

配
慮
を
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
自
分
の
学
問
が
も
は
や
「
一
国
」
で
完
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
認
識
は
社
会
使
命

感
の
強
い
柳
田
に
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
古
稀
記
念
会
、
特
に
満
洲
大
会
の
提
案
は
、
柳
田
に
内
地
以
外
に
向
け
て

学
問
を
展
開
さ
せ
る
直
接
な
契
機
を
与
え
た
と
い
え
る
。

勿
論
、
理
論
の
形
成
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
柳
田
の
「
一
国
民
俗
学
」
の
理
論
は
十
数
年
な
い
し
数
十
年
の
模
索
の
結
晶

で
あ
り
、「
比
較
民
俗
学
」
の
理
論
も
一
朝
一
夕
に
は
望
め
な
い
。
実
践
へ
の
意
欲
が
あ
り
、
模
索
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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２　

国
外
世
話
人

─
組
織
上
の
変
化

内
地
以
外
に
日
本
民
俗
学
を
展
開
さ
せ
る
と
い
う
実
践
の
意
欲
は
、
研
究
者
個
人
レ
ベ
ル
、
或
い
は
民
俗
学
組
織
の
中
央
部
だ
け
に

留
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
九
四
二
年
以
降
、
比
較
の
視
線
が
強
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
は
、
同
時
に
日
本
民
俗
学
の
組
織
面
に
変
化
が

生
じ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

『
民
間
伝
承
』
は
会
員
専
門
誌
と
し
て
四
六
倍
版
四
段
組
八
頁
か
ら
発
足
し
た
が
、
二

−

二
（
一
九
三
六
年
十
月
）
以
降
十
二
頁
に
増

頁
し
、
七

−

五
ま
で
こ
の
形
式
を
保
っ
て
い
た
。
七

−

六
号
（
一
九
四
二
年
三
月
）
で
表
紙
を
つ
け
三
段
組
二
四
頁
に
し
、
初
め
て
定

価
を
表
示
す
る
な
ど（

50
）、
市
販
へ
と
動
き
出
し
た
。
こ
の
動
き
は
六
人
社
の
戸
田
謙
介
の
支
持
を
得
て
、
四
月
号
を
休
刊
し
て
、
五

月
の
八

−

一
か
ら
菊
版
三
段
組
六
四
頁
と
い
う
普
通
雑
誌
の
体
裁
に
形
式
を
切
り
換
え
て
再
出
発
し
、
七
月
三
〇
日
付
で
第
三
種
郵
便

物
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
そ
の
後
頁
数
の
増
減
が
あ
る
が
、
こ
の
形
式
を
保
っ
て
い
た
。

雑
誌
の
体
裁
変
更
に
つ
い
て
は
、
柳
田
国
男
は
そ
の
第
一
号
に
あ
た
る
八

−

一
の
巻
頭
言
「
新
た
な
る
目
標
」
に
お
い
て
、「
我
々

少
数
者
の
協
同
で
は
、
思
ふ
よ
う
に
資
料
が
集
め
に
く
く
、
是
非
と
も
外
部
の
理
解
者
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
と
、「
も
つ
と

盛
ん
に
民
間
伝
承
の
知
識
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を
、
認
め
る
人
が
多
く
な
つ
て
来
た
」
こ
と
と
い
う
「
二
つ
の
刺

戟
」
を
受
け
て
の
こ
と
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
誌
面
を
み
れ
ば
そ
の
後
も
民
間
伝
承
の
会
会
員
の
投
稿
が
主
で
あ
る
が
、
同
号
の
「
寄

稿
案
内
」
で
「
本
誌
の
読
者
は
何
人
で
も
寄
稿
随
意
」
と
あ
る
よ
う
に
、
名
目
上
は
す
で
に
会
員
専
門
誌
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
普

通
雑
誌
へ
の
形
式
変
更
は
民
俗
学
が
次
第
に
市
民
権
を
獲
得
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
さ
ら
な
る
普
及
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

民
間
伝
承
の
会
会
員
は
日
中
戦
争
が
勃
発
し
て
か
ら
、
様
々
な
身
分
で
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
内
地
以
外
の
地
域
に
赴
い
て
い

っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
。
こ
の
傾
向
は
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
日
本
の
占
領
地
が
拡
大
す
る
こ
と
に
伴
い
、
一
層
顕
著

に
な
る
。
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一
般
雑
誌
に
な
っ
た
『
民
間
伝
承
』
は
従
来
会
員
情
報

を
載
せ
る
「
会
員
通
信
」「
会
員
だ
よ
り
」
に
変
わ
り
、

「
音
信
一
束
」
と
い
う
欄
を
設
け
て
各
地
民
間
伝
承
の
会

会
員
か
ら
の
通
信
を
載
せ
て
い
る
。
一
九
四
二
年
九
月
号

（
九

−

五
）
を
み
れ
ば
、
そ
こ
に
五
名
か
ら
の
通
信
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
張
家
口
の
石
田
英
一
郎
、
北
支
の
玉
置

正
美
、
北
京
の
直
江
広
治
、
馬
来
に
転
じ
た
ば
か
り
の
太

田
陸
郎
、
朝
鮮
の
清
水
常
吉
と
、
す
べ
て
内
地
以
外
に
い

る
者
で
あ
り
、
中
国
関
係
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

鶴
見
太
郎
に
よ
る
民
間
伝
承
の
会
会
員
統
計
表（

51
）を
み
る
と
、
民
間
伝
承
の
会
が
成
立
し
て
最
初
の
二
年
間
で
は
毎
年
三
〇
〇
名

以
上
の
入
会
者
を
誇
り
、
そ
の
後
一
九
三
七

−
一
九
四
〇
の
四
年
間
で
は
新
入
会
員
は
ほ
ぼ
毎
年
一
〇
〇
人
台
で
推
移
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
一
九
四
一
年
に
は
二
一
四
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
を
み
れ
ば
、
明
ら
か
に
東
京
（
対
前
年
五
〇
名
増
）
そ
し
て

団
体
で
入
会
し
た
宮
崎
県（

52
）な
ど
局
地
の
事
情
に
よ
っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
四
二
年
以
降
は
全
面
的
な
増
加
で
あ
り
、
一
九
四
二
年
二
月
か
ら
一
九
四
三
年
二
月
ま
で
三
六
七
名
（
内
団

体
十
三
）
に
も
上
っ
て
い
る
。『
民
間
伝
承
』
八

−

一
一
（
一
九
四
三
年
三
月
）
編
輯
後
記
で
も
「
巻
末
御
覧
の
如
く
最
近
新
入
会
員
が

激
増
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
受
け
て
、
同
号
に
新
た
に
「
民
間
伝
承
の
会
趣
意
書
」（
一
九
四
三
年
二
月
付
、
図
21
）
を
載
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
今

日
に
於
て
は
全
国
の
各
府
県
及
満
支
の
国
外
に
亘
つ
て
、
千
数
百
名
の
学
会
会
員
を
有
し
、
広
く
我
国
の
学
界
に
対
し
て
、
直
接
間
接

に
貢
献
す
る
処
多
大
な
る
も
の
あ
る
」
と
述
べ
、「
今
日
、
日
本
民
族
の
世
界
に
於
け
る
地
位
任
務
、
殊
に
大
東
亜
領
域
に
於
け
る
使

命
の
愈
々
重
大
な
る
」
と
い
う
時
代
の
中
で
、
民
俗
学
の
任
務
は
「
益
々
緊
急
重
要
」
に
な
り
、「
全
国
の
各
小
地
区
毎
に
ま
ん
べ
ん

図21　「民間伝承の会趣意書・小規」
　（1943年2月付）
出典：『民間伝承』8-11、1943年 3月、61頁。
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な
く
会
員
を
有
す
る
こ
と
が
理
想
」
と
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

民
間
伝
承
の
会
の
「
本
会
小
規
」
は
、
創
立
当
時
か
ら
度
々
『
民
間
伝
承
』
誌
上
に
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
会
の
趣
意
書
と
セ
ッ
ト

で
登
場
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
注
目
す
べ
き
な
の
は
世
話
人
の
欄
に
は
、
東
北
か
ら
九
州
ま
で
列
記
し
、
東
京
の
木
曜
会

メ
ン
バ
ー
を
載
せ
た
後
、
改
行
し
て
「
大
間
知
篤
三
（
新
京
）、
守
随
一
（
新
京
）、
直
江
広
治
（
北
京
）」
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。守

随
や
大
間
知
は
会
創
立
初
期
か
ら
の
世
話
人
で
あ
っ
た
が
、
中
国
に
赴
い
た
後
、
世
話
人
の
欄
か
ら
消
え
て
い
た
。
一
九
四
一
年

十
二
月
の
『
民
間
伝
承
』
七

−

三
に
、「〔
新
京
〕
大
間
知
篤
三
、
守
随
一
」
と
い
う
表
記
が
見
ら
れ
た
の
も
、「
維
持
会
員
」
と
し
て

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
一
九
四
三
年
二
月
時
点
で
は
内
地
以
外
の
会
員
と
し
て
ふ
た
た
び
世
話
人
と
な
っ
た（

53
）。
こ
こ
に
「
一

国
民
俗
学
」
を
掲
げ
た
日
本
民
俗
学
の
海
外
進
出
に
対
す
る
態
度
に
根
本
的
な
変
化
が
起
こ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
世
話
人
は

民
間
伝
承
の
会
の
組
織
的
活
動
を
展
開
す
る
と
き
の
要
で
あ
り
、
こ
の
中
に
加
え
ら
れ
た
者
は
、
日
本
民
俗
学
に
対
す
る
組
織
上
の
貢

献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
以
降
『
民
間
伝
承
』
の
普
通
雑
誌
化
、
会
員
の
国
外
行
き
の
増
加
、
木
曜
会
の
二
〇
〇
回
記
念
（
一
九
四
二
年
十
二
月

十
三
日（

54
））、
会
員
の
激
増
な
ど
を
背
景
に
民
俗
学
再
編
成
の
機
運
が
高
ま
り
、
そ
の
中
で
国
外
の
中
心
会
員
の
活
躍
も
視
野
に
入
っ

た
の
で
あ
る
。

『
民
間
伝
承
』
九

−
五
（
一
九
四
三
年
九
月
）
の
「
会
告
」
で
は
「
会
員
名
簿
は
や
や
も
す
る
と
こ
れ
を
悪
用
す
る
者
の
あ
る
為
め
、

従
来
印
行
を
差
し
控
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
で
は
そ
の
虞
れ
も
薄
ら
い
だ
よ
う
に
思
え
る
の
で
、
近
く
印
行
し
て
現
会
員
に
は
洩
れ

な
く
お
送
り
し
ま
す
。
最
寄
り
の
会
員
諸
氏
は
研
究
会
に
其
他
に
御
活
用
あ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

前
号
で
古
稀
記
念
会
計
画
が
発
表
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
時
期
で
会
員
名
簿
の
作
成
が
決
め
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
発

展
に
備
え
て
民
間
伝
承
の
会
の
全
容
を
把
握
す
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
会
員
名
簿
は
実
際
完
成
し
た
の
が
一
九
四
四
年
十
二
月
で
あ

っ
た
。
そ
こ
に
二
二
一
八
名
の
会
員
の
氏
名
及
び
住
所
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
内
地
以
外
、
樺
太
八
名
、
台
湾
八
名
、
朝
鮮
三
八
名
、
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満
洲
五
二
名
、
中
華
民
国
二
〇
名
の
計
一
二
六
名
の
会
員

が
い
た（

55
）。

一
九
四
四
年
末
に
発
行
さ
れ
た
『
民
間
伝
承
』
一
〇

−
七
・
八
合
併
号
に
は
、「
会
告
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
図

22
）。昭

和
十
年
秋
僅
か
に
百
四
十
名
余
の
同
志
に
よ
つ
て

創
設
せ
ら
れ
た
る
本
会
は
、
其
後
長
足
の
発
展
を
遂

げ
、
今
日
全
国
各
県
は
も
と
よ
り
満
洲
北
南
支
に
亙

り
二
千
数
百
名
の
会
員
を
有
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
殊
に
大
戦
開
始
以
来
は
我
が
日
本
民
俗
学
へ
の
世
の
関
心
は
一
入
熾
烈
な
る

も
の
が
あ
り
、
昨
年
度
の
入
会
者
数
は
約
八
百
名
を
数
へ
ま
し
た
。
本
会
は
上
記
の
事
実
に
鑑
み
、
今
回
左
記
の
如
く
会
則
を
改

め
、
陣
営
を
拡
充
し
、
世
の
関
心
に
応
じ
斯
学
の
使
命
を
達
成
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
「（
昭
和
二
十
年
一
月
一
日
改
正
）」
と
あ
る
「
民
間
伝
承
の
会
会
則
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
四
三
年
三
月
時
点
で
「
千
数
百
名
」
と
い
う
会
員
数
は
大
幅
な
増
加
を
見
せ
、
海
外
か
ら
の
入
会
も
急
激
に
増
え
、
一
九
四
四

年
末
に
は
す
で
に
「
全
国
各
県
は
も
と
よ
り
満
洲
南
北
支
に
亙
り
二
千
数
百
名
の
会
員
を
有
す
る
に
至
」
っ
た
。
高
ま
っ
て
い
た
民
俗

学
再
編
成
の
気
運
は
、
こ
の
初
の
「
会
則
」
の
作
成
、
公
布
に
よ
っ
て
、
従
来
緩
や
か
な
組
織
を
、「
学
会
」
と
し
て
制
度
化
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
目
的
に
は
従
来
の
民
俗
学
の
「
啓
蒙
指
導
」
以
外
、「
国
外
民
俗
学
会
と
の
提
携
連
絡
」

と
い
う
項
目
が
追
加
さ
れ
、
そ
し
て
役
員
、
顧
問
、
評
議
員
な
ど
の
形
式
も
整
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

初
代
会
長
は
柳
田
国
男
で
、
顧
問
は
新
村
出
、
石
黒
忠
篤
、
渋
沢
敬
三
の
三
人
、
常
任
委
員
は
橋
浦
泰
雄
を
主
任
と
し
て
、
関
敬

図22　「会告・民間伝承の会会則」
　（1945年1月1日改正）
出典：『民間伝承』10－7･8合併号、1944年
　8月（実質年末発行）、40頁。
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吾
、
大
藤
時
彦
、
倉
田
一
郎
、
桜
田
勝
徳
、
戸
田
謙
介
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
評
議
員
は
従
来
の
世
話
人
と
ほ
ぼ
一
緒
で
あ
る

が
、
変
化
は
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
従
来
地
方
を
列
記
し
て
か
ら
東
京
を
記
す
形
を
変
え
、
北
海
道
、
青
森
、
岩
手
、
山
形
、
福
島
、

新
潟
、
東
京
、
愛
知
、
岐
阜
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
鳥
取
、
島
根
、
愛
媛
、
福
岡
、
長
崎
と
北
か
ら
南
へ
順
次
掲
載
し
て
い
る
こ

と
、
も
う
一
つ
は
内
地
以
外
、「
金
関
丈
夫
（
台
湾
）、
大
間
知
篤
三
（
満
洲
）、
直
江
広
治
（
北
支
）、
岡
部
理
（
蒙
古
）」
な
ど
の
名
前

が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
れ
は
一
九
四
三
年
の
踏
襲
で
も
拡
大
で
も
な
か
っ
た
。
な
に
よ
り
氏
名
の
下
に
記
さ
れ
る
地
名
は
前
回
の
よ
う
に
「
新

京
」
や
「
北
京
」
と
い
う
具
体
的
な
都
市
名
で
は
な
く
な
り
、
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
す
べ
き
広
域
の
地
名
、
同
時
に
行
政
上
の
単

位
で
も
あ
る
「
台
湾
」、「
満
洲
」、「
北
支
」、「
蒙
古
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
内
地
以
外
の
民
俗
学
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る

台
北
、
新
京
、
北
京
、
張
家
口
と
対
応
関
係
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
民
間
伝
承
の
会
の
地
方
世
話
人
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
民
俗
学
で
名
前
が
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ

岡
部
理
は
大
間
知
の
紹
介
で
入
会
し
た
ば
か
り
の
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
金
関
丈
夫
は
古
く
か
ら
の
会
員
で
は
あ
る
が
、
台
湾
に
お
り

専
門
は
解
剖
学
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
日
本
民
俗
学
に
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
人
選
は
あ
き
ら
か
に
古
稀

記
念
会
の
国
外
大
会
と
呼
応
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
成
り
行
き
の
結
果
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
の
た
め
の
布
石
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

日
本
民
俗
学
は
、
柳
田
国
男
古
稀
記
念
会
を
契
機
に
「
一
国
」
を
越
え
て
再
編
成
を
試
み
て
い
た
。
理
論
面
で
は
、
柳
田
に
よ
っ
て

「
比
較
民
俗
学
」
の
方
法
樹
立
に
向
け
て
の
模
索
が
始
ま
り
、
組
織
面
で
は
、
台
湾
、
朝
鮮
、
満
洲
、
北
支
、
蒙
疆
な
ど
の
近
隣
地
域

に
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。


